看護師のインシデント体験と仕事を継続できた理由 by 安藤 幸枝




















































































































































































た「肺への内服薬の誤注入」（以下インシデント 2）の 2 件
であった．インシデント毎に結果をまとめ，1）の記述を
インシデント 1 とし，2）の記述をインシデント 2 とした．
なお，〈　〉は筆者による説明の部分である．これらは，

































































































































































































2 ）─ 1 ．〈業務変更がされたことに安心感を覚えた〉
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